
　記事は、見出しや画像など

の「障害物」に当たると、自

動的に折り返す。しかし、そ

うした障害物がなくても、自

動的に折り返すのが「畳む」

操作。「折る」とも言う。

　これにより、まず記事を折

り返しておいてから、罫線を

引いたり、見出しを置ける。

あらかじ１行単位で正確に書

いた記事を準備しなくても、

おおむね予定したレイアウト

通りに素材を配置していくこ

とが出来る。

　時間の制約が強い新聞編集

の現場では、特に突然飛び込

んだニュースを収容するため

紙面を大幅に組み替える際に

必須な操作。もちろん、趣味

の新聞作りなど、時間に余裕

がある場合でも、この操作で

レイアウトをいろいろ変更し

たりも出来る。

　例えば40行の記事を段で右

に「畳む」と、10行幅４段分

のブロックになる。

　多段組の新聞では、通常、

段と段の間に線を引き、区切

りをハッキリさせる。これを

「段罫」と呼ぶ。狭い段間で

も読みやすさを保つ効果があ

る。これにより限られた紙面

で多くの文字を収容できる。

　横見出しの真下など、あえ

て段罫を削除することで、記

事のブロックをハッキリさせ

ることもある。削除するケー

スは、ヘルプで詳説している。

　箱組では、段罫を無くすこ

とが多い。その分、段間を広

めに取る必要がある。

　一方「罫線」は記事の区切

りをはっきりするための線。

縦組の場合、縦の線になる。

大きく区切る時は太めにする

ことが多い。関連した記事の

場、あえて罫線を引かないこ

とで、共通感を出すことも。

　本ソフトでは、実線だけで

なく、点線や２本線、３本線

など10種類以上の罫線を用意

している。

　紙面作成する場合、見出し

や画像をいきなり配置するこ

とももちろん可能だが、先に

レイアウトをしておきたい場

合に使うのが仮空白。後から

見出しや画像、箱組に変えら

れる。灰色で表示される。

　先に記事だけを流し、紙面

を仮に完成させておいて、後

から見出しの中身を考えるこ

とが出来る。写真やイラスト

はまだ無いが、あとから入れ

る場合にも便利。

　仮空白は他の素材と同様

に、拡大・縮小したり移動し

たりできる。一度紙面から外

すと、無くなるので注意が必

要。

　特殊な仮空白として、画像

専門の「予約画像」もある。

色付けされてレイアウトが分

かりやすくなる。写真説明も

付けられるので、後から撮影

した写真に差し替えることも

出来る。仮空白から右クリッ

クメニューで作成可能。

左上から時計回りに、本文などのフォントを部分変更す

る画面▼割見出しの詳細設定画面▼異体字セレクタの指

定画面。プレビューで確認できる▼振り仮名設定画面

見出しパターンの選択画面。大きいほど、
選べるパターンが増える

　
新
聞
業
界
で
は
消
え
つ
つ
あ

る
地
紋
も
、
縦
線
・
横
線
・
斜

線
・
渦
の
４
タ
イ
プ
計
40
種
類

を
準
備
。
そ
の
形
状
も
四
角
以

外
に
角
丸
、
楕
円
、
台
形
、
三

角
、
円
弧
、
食
い
込
み
円
と
50

種
類
以
上
の
多
彩
な
パ
タ
ー
ン

を
用
意
し
て
い
る
。
一
昔
前
の

新
聞
風
地
紋
を
使
え
る
。

　
文
字
部
分
も
色
を
付
け
た
り

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
し
た
り
、

さ
ら
に
上
記
の
地
紋
を
文
字
部

分
に
設
定
す
る
「
地
紋
文
字
」

も
可
能
。

　
文
字
の
縁
取
り
は
、
背
景
と

文
字
色
か
ら
自
動
で
白
黒
切
り

替
え
。
独
自
の
色
設
定
や
敢
え

て
縁
無
し
に
も
で
き
る
。
ス
ポ

ー
ツ
紙
風
の
二
重
縁
取
り
効
果

も
あ
る
。

　
影
付
き
効
果
は
、
背
景
に
も

文
字
に
も
設
定
で
き
る
。
映
り

影
と
立
体
影
の
２
種
類
が
あ

り
、
ず
ら
し
位
置
は
上
下
左
右

に
０
・
１
㍉
単
位
で
細
か
く
指

定
で
き
る
。

　
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
効
果
も
同

様
で
、
背
景
と
文
字
そ
れ
ぞ
れ

で
指
定
可
能
。

　
大
き
さ
の
違
う
10
文
字
前
後

の
文
字
列
を
複
数
組
み
合
わ
せ

る
、
新
聞
独
特
の
見
出
し
。
本

ソ
フ
ト
で
は
、
こ
う
し
た
新
聞

見
出
し
を
手
軽
に
作
成
で
き
る

機
能
を
備
え
て
い
る
。

　
全
体
の
大
き
さ
に
応
じ
て
、

シ
ン
プ
ル
な
１
本
見
出
し
や
一

般
的
な
２
本
見
出
し
、
さ
ら
に

頭
付
き
な
ど
、
一
通
り
の
パ
タ

ー
ン
を
提
示
。
適
切
な
文
字
サ

イ
ズ
が
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ
れ

る
の
で
、
選
択
し
て
文
字
を
入

力
す
れ
ば
、
新
聞
ら
し
い
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
見
出
し
が
で
き

あ
が
る
。
文
字
サ
イ
ズ
は
大
・

中
・
小
の
３
パ
タ
ー
ン
か
ら
選

べ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
パ
タ
ー
ン
選
択

し
た
後
で
、
本
数
を
増
や
し
た

り
減
ら
す
こ
と
も
出
来
出
来

る
。
文
字
サ
イ
ズ
の
変
更
も
当

然
可
能
だ
。

　
見
出
し
文
の
上
下
左
右
の
位

置
も
、
新
聞
独
自
の
バ
ラ
ン
ス

「
ち
ど
り
」
を
自
動
設
定
。
位

置
を
手
動
で
指
定
し
な
く
て
も

新
聞
ら
し
い
バ
ラ
ン
ス
に
配
置

さ
れ
る
。

　
一
方
で
、
変
則
的
な
見
出
し

用
に
、
位
置
の
自
動
調
整
を
天

地
の
み
、
左
右
の
み
に
そ
れ
ぞ

れ
限
っ
た
り
、
あ
る
い
は
完
全

に
任
意
な
位
置
に
自
由
に
動
か

す
こ
と
も
可
能
だ
。

　
２
本
見
出
し
を
ほ
ぼ
下
揃
え

に
す
る
近
年
の
新
聞
業
界
の
流

れ
に
対
応
、
一
定
以
上
の
長
さ

の
２
本
は
自
動
で
尻
揃
え
に
近

く
す
る
。
短
い
場
合
は
伝
統
的

な
ち
ど
り
に
な
る
。

　
見
出
し
画
面
で
選
べ
る
フ
ォ

ン
ト
は
、
初
期
値
で
は
、
Ｐ
Ｃ

に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
た
全
フ

ォ
ン
ト
か
ら
、
日
本
語
対
応
の

等
幅
フ
ォ
ン
ト
だ
け
を
提
示
。

う
っ
か
り
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ナ
ル

フ
ォ
ン
ト
を
選
ん
で
、
が
た
が

た
の
体
裁
の
悪
い
見
出
し
に
な

る
の
を
防
ぐ
。
［
動
作
環
境
の

設
定
］
で
、
画
面
で
使
え
る
フ

ォ
ン
ト
候
補
を
さ
ら
に
絞
り
込

ん
だ
り
、
あ
る
い
は
あ
え
て
非

等
幅
フ
ォ
ン
ト
を
追
加
す
る
こ

と
も
出
来
る
。

　
タ
グ
で
は
異
体
字
セ
レ
ク
タ

に
も
対
応
。
１
点
し
ん
に
ゅ
う

の「
辻
」や
ネ
偏
の「

」な
ど
も

使
え
る
。渡
辺
の「
辺
」
の
膨
大

な
異
体
字
も
表
現
可
能
だ
。

　
フ
リ
ー
の
字
雲
フ
ォ
ン
ト
を

併
用
す
れ
ば
、
10
万
を
超
す
漢

字
が
表
現
で
き
る
。
記
事
の
一

部
だ
け
フ
ォ
ン
ト
を
変
更
す
る

こ
と
も
出
来
る
の
で
、
異
体
字

セ
レ
ク
タ
未
対
応
の
フ
ォ
ン
ト

を
使
っ
て
い
て
も
、
異
体
字
部

分
だ
け
を
変
え
ら
れ
る
。

　
指
定
時
は
プ
レ
ビ
ュ
ー
画
面

を
表
示
。
実
際
に
字
形
を
確
認

し
な
が
ら
指
定
で
き
る
。

　
記
事
や
見
出
し
、
写
真
説
明

と
い
っ
た
文
字
を
表
示
す
る
場

面
で
は
、
新
聞
ら
し
い
文
字
修

飾
が
使
え
る
。

　
文
字
の
一
部
を
ゴ
シ
ッ
ク
や

太
字
に
す
る
ほ
か
、
部
分
的
に

別
の
フ
ォ
ン
ト
に
簡
単
に
変
え

る
ら
れ
る
。

　
例
え
ば
一
部
ゴ
シ
ッ
ク
化
す

る
場
合
、
い
ち
い
ち
フ
ォ
ン
ト

名
を
指
定
す
る
必
要
は
な
い
。

後
述
す
る
タ
グ
を
挿
入
す
れ

ば
、
記
事
の
場
合
は
、
あ
ら
か

じ
め
決
め
て
お
い
た
フ
ォ
ン
ト

に
、
見
出
し
の
場
合
は
現
在
の

フ
ォ
ン
ト
に
対
応
し
た
ゴ
シ
ッ

ク
体
に
自
動
的
に
切
り
替
わ

る
。

　
ル
ビ
（
振
り
仮
名
）
も
打
て

る
。
読
み
や
す
さ
を
優
先
し
た

全
体
ル
ビ
と
、
文
字
と
個
別
に

対
応
す
る
個
別
ル
ビ
の
２
種
類

を
準
備
し
て
い
る
。
写
真
説
明

の
場
合
は
、
ル
ビ
の
有
無
で
説

明
文
の
領
域
も
自
動
的
に
変
わ

る
。

　
フ
ォ
ン
ト
の
部
分
指
定
は
、

Ｐ
Ｃ
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
た

全
フ
ォ
ン
ト
が
選
択
対
象
。
見

出
し
や
本
文
に
不
向
き
な
フ
ォ

ン
ト
を
、
１
文
字
だ
け
使
っ
て

変
化
を
付
け
た
り
で
き
る
。

　
記
事
や
写
真
説
明
の
場
合

は
、
さ
ら
に
傍
線
も
引
け
る
。

　
ま
た
、
見
出
し
の
場
合
は
、

一
部
だ
け
文
字
サ
イ
ズ
が
変
更

可
能
な
「
割
見
出
し
」
機
能
が

あ
る
。
見
出
し
の
上
に
小
さ
く

つ
い
た
文
字
も
手
軽
に
使
え

る
。
こ
れ
も
ま
た
、
背
景
や
扁

平
率
が
本
体
と
同
じ
都
城
の
割

見
出
し
と
、
本
体
と
別
設
定
可

能
な
「
独
立
割
見
出
し
」
の
２

種
類
を
準
備
。
特
に
後
者
を
使

え
ば
、
１
本
の
見
出
し
文
で
背

景
等
を
変
え
る
な
ど
凝
っ
た
表

現
も
可
能
に
な
る
。

　
記
事
の
署
名
や
写
真
説
明
の

撮
影
者
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
、
文

章
の
末
尾
部
分
を
「
尻
揃
え
」

に
す
る
機
能
も
あ
る
。
い
ち
い

ち
ス
ペ
ー
ス
を
打
っ
て
調
整
す

る
よ
う
な
面
倒
な
作
業
は
不
要

だ
。
一
度
指
定
し
て
お
け
ば
、

本
文
部
分
の
文
字
数
が
変
わ
っ

て
常
に
末
尾
に
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
修
飾
は
、
Ｈ
Ｔ
Ｍ

Ｌ
に
似
た
タ
グ
方
式
を
採
用
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ
グ
等
を

運
営
し
て
い
る
人
に
は
、
馴
染

み
や
す
い
だ
ろ
う
。と
は
い
え
、

特
別
な
知
識
は
必
要
な
く
、
修

飾
し
た
い
部
分
を
選
択
し
て
、

ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
簡
単
に

設
定
で
き
る
。

　
タ
グ
の
再
編
集
も
簡
単
。
ダ

ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
で
対
象
範
囲
を

自
動
選
択
、
ボ
タ
ン
ひ
と
つ
で

編
集
画
面
が
出
せ
る
。

【辺】 【邉】

【邊】

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
記
録
や
表
彰

名
一
覧
、
人
事
情
報
な
ど
、
人
名

や
数
字
が
大
量
に
並
ぶ
記
事
は
、

紙
面
の
中
で
ス
ペ
ー
ス
を
取
り
が

ち
だ
。
こ
う
し
た
記
事
は
通
常
の

記
事
部
分
よ
り
一
回
り
文
字
を
小

さ
く
し
、
行
間
を
狭
く
す
る
こ
と

で
ス
ペ
ー
ス
を
節
約
し
て
収
容
で

き
る
。

　
操
作
は
簡
単
。
文
字
の
大
き
さ

は
記
事
エ
デ
ィ
タ
で
［
文
字
サ
イ

ズ
の
設
定
］
を
ク
リ
ッ
ク
し
「
ミ

ニ
文
字
」
を
選
択
す
る
だ
け
。
例

え
ば
12
文
字
組
の
紙
面
な
ら
一
文

字
多
い
13
文
字
に
ぴ
た
り
と
収
ま

る
文
字
サ
イ
ズ
が
自
動
的
に
設
定

さ
れ
る
。
「
ミ
ニ
ミ
ニ
文
字
」
を

選
べ
ば
さ
ら
に
一
文
字
多
い
14
文

字
用
の
サ
イ
ズ
に
な
る
。

　
行
間
も［
や
や
狭
い
］［
か
な
り

狭
い
］
な
ど
か
ら
選
べ
ば
、
本
文

部
分
と
比
較
し
て
適
切
な
行
間
が

指
定
さ
れ
る
。
０
・
１
ポ
イ
ン
ト

単
位
で
任
意
の
値
も
設
定
で
き

る
。

このＰＤＦはＣＣライセンスで配布さ

れ、営利・非営利を問わず自由に利用でき

ます。改変は不可です。

　新聞独自の見出しや、写真の説明文が付いた「エトキ」。

本ソフトでは、一般的なＤＴＰソフトやワープロでは作

成に手間が掛かる素材を手軽に作成するための工夫が凝

らされている。適切な文字サイズとバランスがあらかじ

め用意された見出しパターン。自動的に画像との空きが

調整される写真説明文。最低限度の操作で新聞らしい素

材が作れるようになっている。


